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追いはらつて 
も動こぅと 
しないんです 
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運慶さまの 
轚さばきを 
またこの 
見事な 
力士像を 
すこしでも 
垣間見て /-— 
破門になつた 
己の空しさを 
慰める為 
だと思います 



運慶 さま /I 
あの常助に 
限つてそんな 
姑息な思惑で 
来ているのでは 
ないと思います 


あの男は 
恐しいばかりの 
恨み心や 
恥も知らない 
傲りを持つた 
男さ . 




それが 
見て とれる 
から 

あたしは 
破門に 
したんだよ 


裏 


—1 






わかって 
いるさ… 
違慶の 
野郎… 

俺を邪魔に 
してるん 
だろ…… 
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様あ快見よ 
式の慶ろく 
を よ 



快慶 

あんたが 
一番よく 
知つてる 
はずさ… 


■I 


こぅやつて 

何十日も 
工作業を 
脫みすぇて 
やれば 
流石の運慶 
だって 

気になるだろよ 


目玉に 
水晶を 
入れてよ 


さわる 
らしいの 
だよ… 


はりつめた 
足ならび 
跳ねあげる 
ょぅな指の 
力…… 
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快麽 

あんたは 
知つてる 
はずだ… 


1 ' 


DnU KJ 

運麼は 
俺の下絵を 

見て . 

肝をつぶした 



それを 
どうだい 
運慶の 
クソ野郎… 



運麽さまは 
七条仏所を 
ひきいて 
いかねば 
ならない 
重い荷のある 
方だ…… 



みんな 
この俺が 
あみ出した 
姿形じやあ 
ねえか • 


163— 


Is 










— 164 — 









は 











— 166 — 












— 167 — 































■ 


f 瞧 


M 


Hp 

^siiidi 


111 n 


[_ 


き 


m 




ri 


1 


_■ 


ノ」 


m 


Wm 



見たことな 

ものは 

造れん 



フン 

さしずめ 
そこの親娘に 
唆かされて 
拝み倒され 
そんなことを 
言ぅのだろ n 


.PIKi 


第一 

奄ま 

^など 

見たことない 


ものを造る者 
はそのぐらいの 
i くなさが 
なくては 
なります 
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, すら; 

f ね E . 


でお好どお 
すらいな坊 
ねれてたさ 
るかま 
の も 
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なんだか 
がっかり 
気を落して 
いらつしやる 
ようですね 


そぅか 
やはり 
龍を彫れな 
かったのか • 




それが 

お望み 

だったのでは 
ありません 
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もあ想荒 

のれいぶ 
はだでつ 
造けた 
れの 
ん 




齡 

生気に 

返っておくれ 



水神として 
厭とした 
厳しさが 
ある… 

盼掛しい 
ばかりのな 


はい…… 
今までの 
常夔の 

のみあ t 

鑿跡は 
微塵もあり 
ませなんだ 
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逃追求 
げえめ 
:ばて 


あの坊さんは 
よく言った 
ものだ 


わしも 
そうした 




拒めば 

追われる 


私共の 
七条仏所に 
もどしてやつて j 
下さいまし I 
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くわ俺俺 
れかをだ 


ちやん と 
見てくれ 
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